








. 通関業者による代理申請も可能です 

荷主業務（経済産業省への電子申請や通関業者指定）を、荷主から委任さ
れた通関業者等が代理するには、以下のスリーステップが必要です。

◆代理申請を行うために必要な３つの手続き

1. 委任する側（荷主）と、代理する側（通関業者等）の双方が、NACCSセンターへ利用申し込みを
し、 「Ｖ１」 で始まるNACCS外為法関連業務の利用者ＩＤを取得する。
（通常７営業日かかります）
（代理者が通関業者の場合は、通関業務を行うIDに加えて、申請業務を行う荷主用のNACCS ID
が必要です。）

2. 委任する側（荷主）と、代理する側（通案業者等）の双方が、経済産業省への申請者届出（シ
ステムへの申請者情報の登録）を行う。
※経済産業省への届け出手続きは前ページ参照。

3. 両者の委任関係を証明するために、委任する側（荷主）が代理する側（通関業者等）への委任状
を作成して、経済産業省へ届け出て、経済産業省にて発行した「委任パスワード」を取得する。
※委任パスワードの発行手続きは次頁参照。

 代理者は、申請するためにNACCSパッケージソフトのインストールが必要です。
 委任者もNACCSパッケージソフトをインストールしていれば、代理者の行う経済産業省への電子申請

や、電子ライセンスを用いた通関状況や残数をモニタリングできます。
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